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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

•対象読者（vページ）
•表記法（vページ）

対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのような GUI要素は、
このフォントのように表示されます。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメ

インタイトルは、このフォントのように表示されます。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、このフォントのように表示されます。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザーインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、このフォントのように表示されます。

TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、このフォ

ントのように表示されます。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、 this fontのように表示されます。

CLIコマンド内の変数は、このフォントのように表示されます。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

意味は、「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介していま

す。

（注）

意味は、「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法で

はなく、ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もありま

す。

ヒント

意味は、「時間を節約する方法」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮

できます。

ワンポイントアドバイ

ス
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意味は、「要注意」です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告
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第 1 章

はじめに

•の概要 Cisco UCS C845A M8ラックサーバー（1ページ）
•サーバソフトウェアの概要 （2ページ）
•にログインします。 Cisco BMC 2.0（3ページ）
•サーバポート（3ページ）

の概要 Cisco UCS C845A M8ラックサーバー
値は、 Cisco UCS C845A M8ラックサーバーは、アクセラレーションコンピューティングの
ための NVIDIAMGXリファレンスデザインに基づいた、拡張性、柔軟性、およびカスタマイ
ズ可能な AIシステムです。2～ 8個の NVIDIA PCIe GPUと NVIDIA AI Enterpriseソフトウェ
アをサポートしているため、Generative AIの微調整と推論を含む幅広い AIワークロードで高
いパフォーマンスを提供します。

Cisco UCS C845AM8サーバは、2〜 8個の GPUで構成できます。構成に応じて、PCIeベース
の NVIDIA H100 NVL、H200 NVL、L40S、RTX6000 Pro、または AMD GPUMI210から選択で
きます。MGX設計の洗練により、他の次世代 NVIDIA GPUも、これらの GPUが利用可能に
なると、この同じプラットフォームに導入される予定です。

AMDの新たなハイエンド Turin（第 5世代）CPUを搭載したコンピューティングノードは、
AIワークロード向けに特別に設計されており、CiscoUCSC845AM8AIサーバ内のボトルネッ
クを回避するために必要な CPUまたはGPU性能に対し、妥協のないソリューションを提供し
ます。もう 1つの利点は、NVIDIA ConnectX-7 NICおよび/または NVIDIA BlueField-3 DPUを
使用してサーバーを構成して、サーバーとの間のデータトラフィックを処理できることです。

NVIDIA H100 NVLまたは H200 NVL GPUを搭載したシステムには、NVIDIA AI Enterpriseの
5年間ライセンスが付属しています。NVIDIA AI Enterpriseは、AIエージェント、生成 AI、コ
ンピュータビジョン、音声 AIなどを含んでいます。使いやすいマイクロサービスにより、エ
ンタープライズレベルのセキュリティ、サポート、および安定性によってモデルのパフォーマ

ンスが最適化され、AIで事業を展開する企業のプロトタイプから実稼働へのスムーズな移行
が保証されます。詳細については、次を参照してください。 Cisco UCS C845AM8ラックサー
バhttps://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/
ucs-c845a-m8-rack-server-ds.html。
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CiscoUCSC845AM8サーバCiscoベースボード管理コントローラ 2.0 RESTAPIガイド、リリー
ス 2.0（Cisco BMC 2.0）ファームウェア。 Cisco BMC 2.0は、マザーボードに組み込まれてい
る独立した管理モジュールです。専用の ARMベースのプロセッサが、メインサーバ CPUと
は別に、ファームウェアがCiscoBMC2.0付属しています。システムにはファームウェアの実
行バージョンが Cisco BMC 2.0付属しています。ファームウェアは更新 Cisco BMC 2.0できま
すが、初期インストールは必要ではありません。

Cisco UCS Cシリーズラックサーバーは、Windows、Linux、Oracleなどのオペレーティング
システムをサポートします。デバイスでサポートされるオペレーティングシステムの詳細に

ついては、以下を参照してください。 UCSハードウェアとソフトウェアの互換性。ポッドを
使用して次のことができます Cisco BMC 2.0 KVMコンソールおよび vMediaを使ってサーバに
OSをインストールするために、以下を使用できます。

サーバソフトウェアの概要
値は、 Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0 REST APIガイド、リリース 2.0（Cisco BMC
2.0は、以下の管理サービスです Cisco UCS C845AM8サーバーのスナップショットを作成しま
す。 Cisco BMC 2.0はサーバ内で動作します。

CLIインターフェイスでは、いくつかの主要な操作を実行して Cisco UCS C845A M8サーバー
のスナップショットを作成します。本ドキュメントでは、CLIインターフェイスがサポートし
ている全機能について説明します。

値は、 Cisco BMC 2.0管理サービスは、サーバがスタンドアロンモードで動作している場合に
だけ使用されます。サーバがUCSシステムに統合される場合、Cisco Intersightを使用して管理
する必要があります。次が表示されます： Cisco Intersightヘルプセンターを確認して、サー
バの管理方法について詳細をご覧ください。

（注）

Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIを使用して、サーバにアクセスし、サーバを構
成、管理、モニタできます。ほとんどのタスクがいずれかのインターフェイスを使用して実行

できます。また、一方のインターフェイスで実行されたタスクの結果を、他方のインターフェ

イスに表示することができます。ただし、次の操作はできません。

•用途 Cisco BMC 2.0 GUIで呼び出す Cisco BMC 2.0 CLI。

• CLIで呼び出したコマンドを GUIに Cisco BMC 2.0表示します Cisco BMC 2.0 GUIを使用
してオンボーディングを完了します。

•生成する Cisco BMC 2.0 GUIからの CLI出力 Cisco BMC 2.0 GUIを使用してオンボーディ
ングを完了します。

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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にログインします。 Cisco BMC 2.0

始める前に

管理者ログイン情報が Cisco BMC 2.0必要です。

手順

目的コマンドまたはアクション

SSHクライアントを開きます。ステップ 1

コマンド実行ウィンドウが開きます。adminのログイン情報を使用してログインします。ステップ 2

例

次の例は、初回にログイン方法を Cisco BMC 2.0示しています。
Login as # admin
adminxx.xx.xx.xx's password # password

***********************WARNING*******************
Default credentials were used for login.
Administration passwords needs to be changed for security purpose.
********************************************************************

Enter current password # abcxyz
Re-enter new password # abcxyz
Updating password...
Password updated successfully.
Server #

サーバポート
次に示すのは、サーバポートとそのデフォルトのポート番号のリストです。

表 1 :サーバポート

ポート番号ポート名

389LDAP Port 1

389LDAP Port 2

389LDAP Port 3

3268LDAP Port 4

3268LDAP Port 5

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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ポート番号ポート名

3268LDAP Port 6

22SSHポート

80[HTTPポート（HTTP Port）]

443HTTPSポート

25SMTPポート（SMTP Port）

2068KVMポート

8889Intersight管理ポート

8888Intersightクラウドポート

2400SOL SSHポート

161SNMPポート

162SNMPトラップ

514外部Syslog

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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第 2 章

Cisco UCS C845A M8 CLIの例

• SOLセッションへの接続（5ページ）
• SOLセッションの非アクティブ化（6ページ）
•システム情報の表示（7ページ）
• CPUのプロパティの表示（7ページ）
•メモリのプロパティの表示（8ページ）
•テクニカルサポートをリモートサーバに生成およびアップロード（9ページ）
•テクニカルステータスの表示（9ページ）
•ホスト電源の制御（10ページ）
• Cisco BMCのリブート（11ページ）
• BIOSイメージの更新およびアクティブ化（11ページ）
• Cisco BMCイメージの更新とアクティブ化（12ページ）
•デバイスコネクタイメージの更新とアクティブ化（13ページ）
•デバイスコネクタ情報の表示（14ページ）

SOLセッションへの接続

始める前に

管理者ログイン情報を使用して SSHセッションにログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

SOLへのアクセスに再認証が必要な理由を表示しま
す。SOLセッション接続プロセスを確認し、パス

server# connect hostステップ 1

ワードを入力するように求められます。認証後、SOL
セッションが確立されます。

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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例

次に、ホスト接続情報を表示する例を示します。

C845A-M8# connect host
To access SOL, re-authentication is needed and closing SOL session will close the CLI
session as well.
Continue [y/N]: y
Password:
[SOL Session operational. Use ~? for help]

SOLセッションの非アクティブ化
リモートホストで必要な操作を実行した後、SOLセッションを非アクティブにできます。

始める前に

アクティブな SOLセッションである必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

アクティブなSOLセッションは、再認証が完了する
と非アクティブになります。

server# deactivate-solステップ 1

SOLセッションの非アクティブ化プロセスを確認
し、パスワードを入力するように求められます。認

証が成功すると、SOLセッションは非アクティブに
なります。

例

次に、SOLセッションを非アクティブ化する例を示します。
C845A-M8# deactivate-sol
Any active SOL session will be de-activated and re-authentication is needed to perform
this action.
Continue [y/N]: y
Password:
Info: SOL payload already de-activated
Deactivate SOL when active session is present:

C845A-M8# deactivate-sol
Any active SOL session will be de-activated and re-authentication is needed to perform
this action.
Continue [y/N]: y
Password:

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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システム情報の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を入力します。server# scope cimcステップ 1

全体的なシステム情報を表示します。server/cimc# showステップ 2

例

次に、システム情報の概要を表示する例を示します。

Cisco IMC:
BIOS Post Completion Status: true
BIOS Update Progress: 0
BIOS Update Stage: NONE
BIOS Version: 1.5.1
BMC Update Progress: 0
BMC Update Stage: NONE
Current Time: 2025-05-19T13:24:13
Firmware Version: 6.0(99.250100)
Power: On
Timezone: Universal

CPUのプロパティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を入力します。server# scope cimcステップ 1

CPUのプロパティを表示します。server/cimc# show cpuステップ 2

例

次に、CPUのプロパティを表示する例を示します。
C845A-M8/cimc# show cpu
CPU1:
Cores: 64
Manufacturer: Advanced Micro Devices, Inc.
Part Number: UCS-CPU-A9575F
Serial Number: 4AD0866V40066
Status: Enabled

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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Thread Count: 128
Version: AMD EPYC 9575F 64-Core Processor

CPU2:
Cores: 64
Manufacturer: Advanced Micro Devices, Inc.
Part Number: UCS-CPU-A9575F
Serial Number: 4AD0610V40045
Status: Enabled
Thread Count: 128
Version: AMD EPYC 9575F 64-Core Processor

C845A-M8/cimc#

メモリのプロパティの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を入力します。server# scope cimcステップ 1

メモリのプロパティを表示します。server/cimc# show dimmステップ 2

例

次に、メモリのプロパティを表示する例を示します。

C845A-M8/cimc# show dimm
DIMM1:
Capacity (MiB): 0
Channel Speed (Mhz): 0
Channel Type: ~
Data Width (Bits): 65535
Locator (CHANNEL): 0
Locator (DIMM): 0
Locator (NODE): 0
Manufacturer: Unknown
Part Number: Unknown
Serial Number: Unknown
State: Absent

DIMM10:
Capacity (MiB): 32768
Channel Speed (Mhz): 5200
Channel Type: DDR5
Data Width (Bits): 64
Locator (CHANNEL): 4
Locator (DIMM): 1
Locator (NODE): 0
Manufacturer: SK Hynix
Part Number: HMCG84AHBRA471N
Serial Number: 80AD01242538235E5D
State: Enabled
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テクニカルサポートをリモートサーバに生成およびアッ

プロード

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

テクニカルサポートデータをエクスポートするサー

バのユーザー名とパスワードを入力するように求め

server/cimc# generate-and-upload-techsupport scp
server ip address /file path/file name

ステップ 2

られます。テクニカルサポートデータは、TFTP、
FTP、 SCP、SFTP、 HTTPなどの標準規格プロトコ
ルを使用してサーバに転送できます。

例

次に、テクニカルサポートを生成し、リモートサーバにアップロードする例を示しま

す。

C845A-M8/cimc# generate-and-upload-techsupport
Usage: generate-and-upload-techsupport <protocol> <server address> <path>
C845A-M8/cimc# generate-and-upload-techsupport scp xx.xxx.xxx.xx
/<folder-path>/<filename>.tgz or tar.gz
Username: xxxxxxx
Password:
Techsupport triggered successfully. Use 'show-techsupport-status' to monitor the progress

テクニカルステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

テクニカルサポートデータのアップロードプロセ

スの進行状況の割合と現在の段階を表示します。

server/cimc# show-techsupport-statusステップ 2

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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例

次に、テクニカルサポートのステータスを表示する例を示します。

C845A-M8/cimc# show-techsupport-status
Tech Support:
Error: Error in uploading to remote server
Progress: 0
Stage: ERROR

C845A-M8/cimc# show-techsupport-status
Tech Support:
Progress: 0
Stage: COLLECTING

C845A-M8/cimc# show-techsupport-status
Tech Support:
Progress: 0
Stage: COLLECTING

C845A-M8/cimc# show-techsupport-status
Tech Support:
Progress: 21
Stage: COLLECTING

C845A-M8/cimc# show-techsupport-status
Tech Support:
Progress: 100
Stage: COMPLETED

C845A-M8/cimc#

ホスト電源の制御

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

電源オフプロセスを確認するように求められます。

確認に基づいて、ホストサーバの電源がオフになり

ます。

server/cimc# power offステップ 2

例

次に、ホストの電源を制御する例を示します。

C845A-M8/cimc# power off
This operation will modify the power of the Host.
Continue [y/N]: y

Ciscoベースボード管理コントローラ CLI構成ガイド、リリース 2.0
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Cisco BMCのリブート

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

再起動プロセスを確認するように求められます。確

認されると、Cisco BMCが再起動されます。
server/cimc# rebootステップ 2

例

次の例は、Cisco BMCを再起動する方法を示しています。
C845A-M8/cimc# reboot
This operation will reboot the Cisco IMC.
Continue [y/N]: N
server/cimc#

BIOSイメージの更新およびアクティブ化

始める前に

BIOSイメージファイルは、リモートアクセス可能なサーバ上に存在している必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

server/cimc# update-and-activate-bios scp server ip
address/file path/file name

ステップ 2

例

次に、 BIOSイメージを更新し、アクティブにする例を示します。
C845A-M8/cimc# update-and-activate-bios scp xx.xxx.xxx.xx /<folder-path>/<filename>.bin
ERROR: Power off host before triggering BIOS update
C845A-M8/cimc#

C845A-M8/cimc# update-and-activate-bios
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Usage: update-and-activate-bios <protocol> <server address> <path>
C845A-M8/cimc# update-and-activate-bios scp xx.xxx.xxx.xx /<folder-path>/<filename>.bin
Username: xxxxxxx
Password:
This operation will update and activate new BIOS image.
This operation will take about 10+ Minutes to complete.

Continue [y/N]: y
BIOS update triggered successfully. Use 'show' to monitor the progress
Cisco IMC:
BIOS Post Completion Status: false
BIOS Update Progress: 90
BIOS Update Statge: INSTALL
BIOS Version: v1.4.6
BMC Update Progress: 0
BMC Update Statge: NONE
Current Time: 2025-05-10T15:20:25
Firmware Version: 531.04.558.202505051831
Power: Off
Timezone: Asia/Kolkata

C845A-M8/cimc#

Cisco BMCイメージの更新とアクティブ化

始める前に

Cisco BMCイメージファイルは、リモートアクセス可能なサーバに存在している必要があり
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

必要な BMCイメージファイルが存在するサーバの
ユーザー名とパスワードを入力するように求められ

ます。

server/cimc# update-and-activate scp server ip
address/file path/file name

ステップ 2

例

次に、Cisco BMCイメージを更新し、アクティブにする例を示します。
C845A-M8/cimc# update-and-activate scp xx.xxx.xxx.xx /<folder-path>/<filename>.bin
Username: xxxxxxx
Password:
This operation will update and activate new BMC image.
This operation will take about 10+ Minutes to complete.

Continue [y/N]: y
BMC update triggered successfully. Use 'show' to monitor the progress
C845A-M8/cimc#
C845A-M8/cimc#
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C845A-M8/cimc# show
Cisco IMC:
BIOS Post Completion Status: true
BIOS Update Progress: 100
BIOS Update Statge: NONE
BIOS Version: v1.4.6
BMC Update Progress: 5
BMC Update Statge: DOWNLOAD
Current Time: 2025-05-10T15:49:21
Firmware Version: 531.04.558.202505051831
Power: On
Timezone: Asia/Kolkata

C845A-M8/cimc# show

デバイスコネクタイメージの更新とアクティブ化

手順

目的コマンドまたはアクション

CIMC範囲を開始します。server# scope cimcステップ 1

デバイスコネクタイメージが存在するサーバのユー

ザー名とパスワードを入力するように求められま

サーバ/cimc/cimc/device-connector#
update-and-activate scp ip address /file path/file name

ステップ 2

す。サーバ認証の後、デバイスコネクタの更新がト

リガされます。

デバイスコネクタの更新ステータスを表示します。サーバ/cimc/cimc/device-connector# showステップ 3

例

この例では、デバイスコネクタイメージを更新し、アクティブにする方法を示しま

す。

C845A-M8/cimc/cimc/device-connector# update-and-activate scp xx.xxx.xxx.xx
/<folder-path>/<filename>.bin
Username: xxxxxxx
Password:
DC update triggered successfully. Use 'show’ to monitor the progress

C845A-M8/cimc/cimc/device-connector# show
Device Connector Information:
Update Progress: 5
Update Statge: DOWNLOAD
Version: 0.0.1-20250228121837203

C845A-M8/cimc/cimc/device-connector#
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デバイスコネクタ情報の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスコネクタの情報を表示します。server# show device connector informationステップ 1

例

次の例は、デバイスコネクタ情報を表示する方法を示しています。

Device Connector Information:
Update Progress: 0
Update Stage: NONE
Version: 0.0.1-20250508120509858
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翻訳について
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